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　MOST（Mutual Online System for Teaching & Learning）は、本センターが 2009 年 11
月に提供を開始したオンライン FD 支援システムで、大学の教職員、大学院生を対象とした招
待制のサイトである（図 1）。2015 年 1 月 5 日現在、登録者数 639 名（+58）、スナップショッ











るために、関西地区 FD 連絡協議会の ｢FD 活動報告会｣ において作成された個別大学で取り





む「MOST フェローシッププログラム」を 2011 年度に開始した。今年度は第 3 期 MOST フェ
ローを募集し 10 名が選定された。第 3 期 MOST フェローと各テーマを資料 1 に示す。
　MOST フェローは、1 年間かけて、対面でのミーティングや MOST を利用することで、フェ
ロー同志で活動のプロセスや成果を共有しながら、各自の教育実践をよりよくするとともに、
教員コミュニティとしての成長も目指している。第 3 期 MOST フェローの活動スケジュール
を資料 2 に示す。このプログラムは、MOST フェロー運営委員会として、飯吉教授、田口准教授、
酒井准教授が中心となりプログラムの運営を担当した。以下、本プログラムにおける、2 度の
対面ミーティングを中心に報告する。
(a) 第 1 回ミーティング









は、1 年間で各自のスナップショットを作成するとともに、翌年の第 21 回大学教育研究フォー
ラムで成果発表することが最終目標であることが示された。
　オフィシャルなミーティングの終了後、別室に移動し、第 2 期 MOST フェローの修了式が
おこなわれた。本プログラムを終了した 10 名の第 2 期 MOST フェローに修了証が授与され
た。第 2 期 MOST フェローは、この日までにそれぞれ 1 年間取り組んできた授業開発・改善
の成果をスナップショットとして作成し、MOST 上で公開するとともに、第 20 回大学教育研
究フォーラムでもその成果を発表した。スナップショットは下記の URL で閲覧可能である。
　https://most-keep.jp/most/gallery-most_felow_02/
　引き続き、第 1 期・第 2 期 MOST フェローも合流し、第 3 期 MOST フェローの教育上の
取り組みについてのアピールタイムが設けられた。事前に提出された自己紹介シートと取り組








トを送信し、「(1) テーマ」「(2) 対象となる実践、時期」「(3) エビデンス、データの収集方法、
協力者、ピアレビューの計画」「(4) 目標」などを 1 枚のスナップショットにまとめ、後日、
オンラインコミュニティ上においてフェロー間で共有した。
(b) 第 2 回ミーティング（合宿）
　2014 年 8 月 20 日（水）〜 21 日（木）、京都大学吉田泉殿及び The 7th Berry において、





て全体で議論をおこなった。2 日目は MOST フェローシッププログラム後半の活動の確認や、
プログラムの今後の展開について、グループディスカッションをおこない、最後に議論内容を
全体で共有した。








ある。また、3 月に京都大学で開催される第 21 回大学教育研究フォーラムにおいて、各フェロー
はそれぞれ 1 年間かけて取り組んできた活動成果に関して個人研究発表をおこなう。これが
二つめの成果となり、第 3 期 MOST フェローの活動は終了することとなる。
　MOST フェローシッププログラムは、次年度以降も継続すべく準備を進めている。3 月の第
















　上記のほか、関西地区 FD 連絡協議会の ｢FD 活動報告会 2014｣ 向けに作成されたスナッ
プショット 25 件を、個別大学で行われている組織的な FD 活動の事例として掲載した（III−2
参照）。
3.　システムの開発と改修について









・ Basic LTI 対応 ･･･ 開発した大学教育コモンズに対し、サイトの相互可用性を高めるために
Basic LTI 規格へ対応。
・ メタデータ付与・検索機能 ･･･ 開発した大学教育コモンズ内の教育コンテンツの検索・レコ
メンデーションにおいて利用するため、「メタデータ付与・検索機能」を開発・実装。
・ アクセスランキング機能 ･･･ 開発した大学教育コモンズの利用者側の利便性を向上するた
め、教育コンテンツのアクセスランキング機能を追加で開発。
(b)  KEEP Toolkit 関連
・ 開発した大学教育コモンズとの相互乗り入れを実現するため、「KEEP Toolkit」について、ポー
トフォリオ毎への URL 付与機能を改修。
・ Sakai 10.2 対応 ･･･Sakai のバージョンアップに伴い、MOST 内で使用している KEEP 
Toolkit の改修を実施。





・ 開発した大学教育コモンズとコンテンツを共有するため、本センターが運用する MOST に
ついて、「アカウント連携機能」「投稿者プロフィール共有機能」を開発するとともに「MO
ススメ」ツールを改修。
・ MOST ツール改修（Sakai 10.2 対応）･･･MOST の基盤システムであるオープンソース








ライン上でおこなうこととした。MOST 上での教材は、下記の URL に掲載している。
　https://most-keep.jp/most/program-web_lecture/
　今後予定している 3 月の講習会は、関西地区 FD 連絡協議会の会員校に所属する教職員を対
象としたもので、協議会広報ワーキンググループとの共催で開催する。これは次年度の ｢FD
活動報告会 2015｣ と連動している。
　このほか、MOST のデモを、昨年度、第 20 回大学教育研究フォーラムの参加者に対して実



























































第 3 期 MOST フェロー 活動計画 
 
日 程 活  動
3 月 18 日（火） 第 20 回大学教育研究フォーラム 小講演への参加（京都大学）（任意） 
3 月 19 日 (水) 第 1 回ミーティング（京都大学） 
〜3 月末 第 1 回ミーティングの感想の共有 
 ※MOST 内「第 3 期 MOST フェロー」コミュニティ内の「掲示板」へ投稿 




6 月頃 進捗状況や問題点の報告、共有（オンライン） 
8 月後半 第 2 回ミーティング（8 月後半で１泊 2 日） 
 ・１日目：13:30〜宿泊、２日目：9:00〜12:00（予定） 
 ・活動の進捗共有、成果発表に向けての計画 
 ・講演 or 勉強会を予定 
8 月後半 第 2 回ミーティング後、スナップショットを MOST フェローで共有 
1 月頃 進捗状況や問題点の報告、共有（オンライン） 
3 月中旬 MOST のギャラリーでスナップショット一般公開 ･･･成果① 
3 月中旬 第 21 回大学教育研究フォーラム（京都大学） ･･･成果② 
 ・代表者による成果報告（MOST フェローの活動全体） 
・ 個人研究発表で各フェローの成果報告 
・ 修了式 




第 3 期 MOST フェロー 第 1 回ミーティング プログラム 
 
 
 日 時：2014 年 3 月 19 日（水）16:10〜18:00 













    ディスカッション歓談
第２期 MOST フェローの修了式をおこないます 
 











第 3期MOST フェローシッププログラム㻌 第 2回ミーティング 
 
 日 時：8 月 20 日（水） 13:30～22:30（受付 13:00～） 
     8 月 21 日（木） 9:00 ～12:15 
 





日程 時間 プログラム 備考 会場
 








 飯吉  透（京都大学）   
MOST フェロー合宿プログラムについて  














（1 人 20 分･･･発表 10 分＋質疑応答 10 分） 











































日程 時間 プログラム 備考  



















































































た。参加者数は、1 日目が 365 名、2 日目が 98 名であった。








































































　ファシリテータ：山本 啓一（九州国際大学 ) ＋ 堀上 晶子（河合塾 )
【第 2 会場】杉田 一真（産業能率大学 経営学部）
　ファシリテータ：成瀬 尚志（長崎外国語大学 ) ＋ 井澤 恒夫（河合塾 ) 
【第 3 会場】三浦 隆志（岡山県立玉島商業高等学校）





















したトランジション調査（成果は、中原淳・溝上慎一 ( 編 )『活躍する組織人の探究－大学か




































































































































































































































【司会】 中原 淳（東京大学 大学総合教育研究センター）
16：30～17：20　ディスカッション 2015/01/20 17:06大学生研究フォーラム | 電通育英会

























































































ファシリテータ：　山本 啓一(九州国際大学)＋ 堀上 晶子(河合塾)
中原 淳（東京大学 大学総合教育研究センター）
【第2会場】
ファシリテータ： 成瀬 尚志(長崎外国語大学)＋ 井澤 恒夫(河合塾) 
杉田 一真（産業能率大学 経営学部）
【第3会場】





























ファシリテータ：　山本 啓一(九州国際大学)＋ 堀上 晶子(河合塾)
中原 淳（東京大学 大学総合教育研究センター）
【第2会場】
ファシリテータ： 成瀬 尚志(長崎外国語大学)＋ 井澤 恒夫(河合塾) 
杉田 一真（産業能率大学 経営学部）
【第3会場】



































ファシリテータ：　山本 啓一(九州国際大学)＋ 堀上 晶子(河合塾)
中原 淳（東京大学 大学総合教育研究センター）
【第2会場】
ファシリテータ： 成瀬 尚志(長崎外国語大学)＋ 井澤 恒夫(河合塾) 
杉田 一真（産業能率大学 経営学部）
【第3会場】















































































































































































































　大学教育研究フォーラムは、京都大学高等教育研究開発推進センターが 1994 年度より年 1

























　報告者 1　　　芦沢真五（東洋大学 国際地域学部 国際地域学科 教授）


































本年度は 154 件の応募があった。2011 年度の申し込みが 77 件、2012 年度の申し込みは 96 件、 


























 【個人研究口頭発表 / ポスター発表・参加者企画セッション】  総合館北棟（吉田南構内）
 【小講演】　総合館北棟（吉田南構内）
 【MOSTフェロー発表会・シンポジウム（基調講演 / パネルディスカッション）】
 　　　　　　　　百周年時計台記念館・1F百周年記念ホール（本部構内）
 【情報交換会】　百周年時計台記念館・2F国際交流ホール（本部構内）
受　　　　付   8：15～12：30・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【総合館北棟・共北12】
 12：30～・・・・・・・・・・・・・ 【百周年時計台記念館・1F百周年記念ホール】
 
個人研究口頭発表   9：00～11：00・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【総合館北棟】
 9：00～ 9：20　個人発表①　　＊1人あたりの時間20分
































































































































































































































































































  ユビキタス映像記録視聴システムを活用した授業研究の試み (IV)
 平山　勉（名城大学）・後藤明史（名古屋大学）・竹内英人（名城大学）
  ペア学習における学生間の温度差について (1)
 森田慶子（大分県立看護科学大学）・吉村匠平（大分県立看護科学大学）




























































































パフォーマンス評価とルーブリックの基礎と最前線 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【会場：総合館北棟 共北32】
 石井　英真（京都大学大学院教育学研究科 准教授）
 【司会】松下　佳代（京都大学高等教育研究開発推進センター 教授）
研究倫理と研究公正－その現状と大学教育－ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【会場：総合館北棟 共北37】
 水谷　雅彦（京都大学文学研究科 教授 / 附属応用哲学・倫理学教育研究センター長）
 【司会】飯吉　透（京都大学高等教育研究開発推進センター 教授 / センター長）













 報 告 者 村井　淳志（金沢大学 学校教育学類 教授）
  勝又　あずさ（成城大学 共通教育研究センター 特別任用准教授）
  村上　裕美（関西外国語大学短期大学部 准教授）




















基  調  講  演 14：50～ 15：50




　　報告1 芦沢　真五（東洋大学 国際地域学部 教授）
　　 　「現代社会における留学の意義とインパクトを再考する
　　 　　　　－多様化する海外学習体験と学習成果分析－」
　　報告2 落合　一泰（一橋大学 大学院社会学研究科 教授）
　　 　「教育の国際化と学生の国際化－チューニングと学外学修の試み－」










































































































































































































































部会17 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【会場：総合館北棟 共北3B】








































数学 e-Learning における PDCA サイクルの多面化について
 亀田真澄（山口東京理科大学）・宇田川　暢（山口県立大学）
部会19 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【会場：総合館北棟 共北3D】









































　　－ICTを活用したアクティブラーニング－ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【会場：総合館北棟 共北27】
 田坂　さつき（立正大学文学部哲学科 教授）
 
 【司会】田中　一孝（京都大学高等教育研究開発推進センター  特定助教）
高等教育質保証のインパクト－FDから学習成果，IRへ－ ・・・・・・・・・・・・・・ 【会場：総合館北棟 共北28】
 山田　剛史（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 副室長 / 准教授）
 【司会】松下　佳代（京都大学高等教育研究開発推進センター 教授）
大学入試改革の新動向と課題
　　－日本の大学入試風土と高大接続答申の狭間で－ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【会場：総合館北棟 共北31】
 大塚　雄作（独立行政法人大学入試センター  試験・研究副統括官 教授）
 【司会】飯吉　透（京都大学高等教育研究開発推進センター 教授 / センター長）
オープンエデュケーションによる大学教育改善
　　－反転授業を導入する道内国立大学教養教育連携の事例から－ ・・・ 【会場：総合館北棟 共北32】











































































日本における教養教育の史的展開 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【会場：総合館北棟 共北37】
 企　　画：児玉英明（京都三大学教養教育研究・推進機構）






















































　FD ネットワーク代表者会議（JFDN）は、第 7 回目となる。
　2007 年に大学設置基準の改正が行われ FD が義務化され現在に至るまで、国公私立合わせ
てほぼ全ての大学が何らかの形で FD を実施しているという状況に至っており、その意味で、
日本における FD は制度的には既に一定の普及と定着が図られたと言える。











　そこで本年度の FD ネットワーク代表者会議では、「先進的な FD や教育改善に関するリソー
ス・知見・情報の共有」や「これからの新たな FD の姿や形の模索」が、各 FD ネットワーク
さらには FD ネットワーク間で、これから先どのように進められるべきかについて議論するこ
とをその目的とした。






2014 年 9 月 12 日（金）11 時～ 17 時、京都大学吉田南 1 号館 106 室にて開催された。
プログラム 時間 内容
























































































































































松下 佳代（同教授）            溝上 慎一（同教授）
田口 真奈（同准教授）      酒井 博之（同准教授）























































































































































Ø 2013/09/19 Q-place y20+ 
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地区� ���� ��� 関�� �部� ��� �国� 四国� ��� その他� �計�
訪問数� 2� 1� 8� 3� 4� 1� 0� 1� 0� 20�
地区� ���� ��� 関�� �部� ��� �国� 四国� ��� その他� �計�































































































財政	 基本施設（キャンパスプラザ京都）	 事務局員・委員・役員等	 





2.	 京都市指定管理者事業収入	 36％	 
キャンパスプラザ京都の管理運営に充当。	 
	 
3.	 事業収入	 21％	 
各種フォーラム・セミナーの研修料収入
やシンクタンク事業の委託料収入など。	 











































































































































































年度	 回数	 参加者数	 テーマ	
1995年度	 第1回	 165	 知の技法	
1996年度	 第2回	 207	 学生の多様化と大学教育の改善について	
1997年度	 第3回	 233	 授業の創造とＦＤ	
1998年度	 第4回	 206	 組織的教育のあり方	
1999年度	 第5回	 370	 学生の学力向上に何が必要か	
2000年度	 第6回	 586	 学生の学習意欲向上のために	
2001年度	 第7回	 601	 大学の教育力と学生の学習意欲の向上	
2002年度	 第8回	 577	 学びのスクラム	
2003年度	 第9回	 813	 生徒が学生に成長するために	
2004年度	 第10回	 869	 評価される大学教育	
2005年度	 第11回	 916	 これからの大学教育	
2006年度	 第12回	 987	 学生が伸びる大学教育	
2007年度	 第13回	 1005	 大学教育と社会	
2008年度	 第14回	 1141	 学生が身につけるべき力とは何か　－個性ある学士課程教育の創造－	
2009年度	 第15回	 897	 学生の学びを支える　－つなぐFDの展開－　	




2012年度	 第18回	 898	 学生が主体的に学ぶ力を身につけるに	  
































































•  目的： 各地域・大学での教育改善活動の　	  
　　　　 成果の報告・共有、改善方策の検討	  
•  毎年３月実施。全国から約400名が参加。	  


































































































































































































































































































































29 年度 全国展開、中間評価（教育効果） 本格導⼊ 中間評価 中間評価






























































































































第1回	 H22.9.3	  –	  9.4	 池田町「冠荘」	
初年次教育、学生意識調査ア
ンケート（県内学生の特徴）	
第2回	 H23.8.26	  –	  8.27	 福井県立大学小浜C	 科学・技術対話、キャリア教育	
第3回	 H24.	  9.3	  –	  9.4	 仁愛女子短期大学	
学習評価と質の評価、ティーチ
ング・ポートフォリオ	
第4回	 H25.	  9.9	  –	  9.10	 福井工業高等専門学校	 授業デザイン、キャリア教育	





－ 会場校：福井県大、福井大  ⇒ 以降、参加校で輪番	  
－ スーパーバイザー：	  
　  栗田 佳代子 先生（東京大学）、	  











　　※1	  	  分析対象の回答者数：2907名（4校）	  







　  ⇒ FDを通じた人的ネットワークの確立	  
　  ⇒ 組織を超えた人材交流（若手教員の相談窓口）	  












　 ⇒ 柔軟性のあるネットワークを展開する支障に？	  
　 ⇒ 垣根を越えた活動の醍醐味を後進に！！	  
•  福井県大学連携リーグのコンソーシアム化	  
　 ⇒ 福井県大を中心とした大学コンソーシアムの検討	  

































































































































































































































































































































































































開発準備	 開発	 試用	 洗練	 実用化	
























































　 　～FD マザーマップの活用を通して～ 
講演会・ワークショップの開催	
プロジェクトの活動	
平成25年8月22日　日本看護研究学会第39回学術集会	
　　「看護学教育におけるFDマザーマップの開発と大学間共同活用の促進プロジェクト」 
 
平成25年9月14日　千葉看護学会第19回学術集会 
　　「看護学教育におけるFDマザーマップの開発と大学間共同活用の促進プロジェクト」 
 
平成25年12月7日　第33回日本看護科学学会学術集会 
　　「看護学教育におけるFDマザーマップの開発と大学間共同活用について」	
学会にて交流集会を開催	
プロジェクトの活動	
平成24年2月6日　横浜市立大学　 
 「看護学教育におけるＦＤマザーマップの開発と今後の方向性について」 
 
平成24年10月1日　富山大学　 
 「看護系大学の輝く未来を担うＦＤのありかた－ＦＤマザーマップの開発を通して－」 
 
平成25年3月16日　　岡山県立大学　 
 「看護ＦＤマザーマップの開発と活用への期待」 
 
平成25年6月20日　札幌保健医療大学　 
 「ＦＤマザーマップの活用方法について」 
 
平成25年10月2日　新潟県立看護大学 
 「FDマザーマップの開発とその活用」 
 
平成25年10月8日　佛教大学　 
 「看護学教育におけるFDマザーマップ活用ガイドVer.１（試行版）」について 
 
平成25年10月17日　広島文化学園大学　 
 「看護学教育におけるFDマザーマップ活用ガイドVer.１（試行版）」について 
 
平成26年3月20日　産業医科大学　 
 「看護系大学におけるＦＤマザーマップ」の活用について 
講師派遣	
プロジェクトの活動	
○雑誌への投稿 
　和住淑子，他：看護学教育におけるFDマザーマップの開発（1） 
 FDマザーマップ試案作成までの道のり．看護教育，54（3），192-199，2013 
　遠藤和子，他：看護学教育におけるFDマザーマップの開発（2） 
 FDマザーマップの活用法．看護教育，54（4），298-304，2013 
 
○ホームページへの掲載　 
　センターホームページ　http://www.n.chiba-u.jp/center/　 
　FDプランニング支援データベース　http://fd.np-portal.com/ 
 
○ニュースレターの発行 
　 
○JANPU（日本看護系大学協議会）へ企画の掲載依頼　http://www.janpu.or.jp/ 
広　報	
おおむね予定通りプロジェクト
は進んでいる	
プロジェクトの課題	
ＦＤマザーマップの普及に向けて・・・ 
今後、共同活用できる体制をどのように構築すべきか？ 
 
 
○　基幹校はどう選定すべきか？ 
 
○　FDディベロッパーをどう養成するのか？ 
 
○　FDプランニング支援データベース登録大学数をどう増やしていくか？ 
　 
○　看護系大学のFD実績表のとりまとめと発信をどうするか？	
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高度教養教育・学生支援機構�
業務センター群（11センター）�
教育評価分析ｾﾝﾀｰ　　　　　　大学教育支援ｾﾝﾀｰ�
言語・文化教育ｾﾝﾀｰ　　　　　学際融合教育推進ｾﾝﾀｰ�
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾗｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ　　　  　　ﾗｲﾃｨﾝｸｾﾝﾀｰ�
入試ｾﾝﾀｰ　　　　　　　　　　ｷｬﾘｱ支援ｾﾝﾀｰ�
学生相談・特別支援ｾﾝﾀｰ　　　保健管理ｾﾝﾀｰ�
課外・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動支援ｾﾝﾀ �ｰ
＜既存組織群＞�
　�
・高等教育開発推進�
　ｾﾝﾀｰ�
・国際交流ｾﾝﾀｰ�
・国際教育院�
・教養教育院�
・高度ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ博士　�
　人財育成ｾﾝﾀｰ�
学�・����� 教育����ｾﾝﾀｰ� ������
統合・再編	
その他，��組織�
相互協力関係	
兼務教員	
の派遣	
教員の再配置	
　
①  
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・
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教
員
は
業
務
セ
ン
ター
群
に
も
属
し
，
学
生
に
対
し
高
度
教
養
教
育
を
実
践
す
る．�
　
③  
教
員
は
，
教
育
の
必
要
に
応
じ
て
複
数
の
セ
ン
ター
に
属
す
る
な
ど
，
柔
軟
で
機�
　
　
  
動
的
な
組
織
体
制
を
構
築
す
る．�
教員組織と業務ｾﾝﾀｰ群の�
������構��
教員組織（3部門1０室、1院）�
　　高等教育開発部門　　　　教育内容開発部門�
　　学生支援開発部門　　　　教養教育院�
国立大学教養教育実施組織会議　全体協議題　教養教育の
実施組織と仕組みについて	
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